
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｒ２・１２・７ 

石川県立七尾高等学校 

ＳＳＨ推進室 第８号 

〇実際に職員の方から話を聞くことで、今まで知るこ

とがなかった能登で行われている地域再生事業につ

いてネットの情報以上に知る機会になった。 

〇満天星では、天文学に関する様々な情報を学んだ。

天文学のことはあまり知らなかったけど、今も新し

い発見が次々とされていると聞いて面白いと思いま

した。 

〇能登に住んでいながらも、知らないことばかりだっ

たので、地元を知る良い機会になったと思いました。 

〇里山里海には、人と深くかかわってきた長い歴史が

あることを知り、自分も環境のためにできることを

考えて取り組んでいきたいと思いました。 

〇のとじま水族館では、動物と飼育員さんをみて、真

心をもって接するのは大切だと感じた。 

1０月２４日(土)、「第 64 回石川県児童・生徒科学作品コンクール」の表彰式が、石川県教員

総合研修センターで行われました。本校３６H の礒辺さん、梶さん、通さん、橋詰さんたちの研

究『鏡に対するメダカの反応と行動』が、石川県教育委員会賞と石川県審査最優秀賞を受賞しま

した。 

表彰式には代表で礒辺さんと通さんが出席しました。 

 

１１月１７日（火）～１８日（水）にかけて、１年生理数科を対象に、サイエンスツアーを実施しました。最先端科学の現状を理解し、科学に対する研究意欲を高めることを目的に、金沢大学能

登学舎、星の観察館「満天星」、のとじま水族館での研修を行いました。残念ながら今年度は新型コロナウイルス感染拡大防止のため、石川県内で 1 泊 2 日の研修となりましたが、普段、学校で

は学ぶことのできない事柄について、研究者の方からお話を聞くことで多くの知識を得ることができました。 


